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【はじめに】

透析駄者は低栄凝状憶が多く心血竹系疾心の合

併症など生命予後に彩管を与える為その.伴価が屯

要である｡

GNfu(GeriatricNutribonalR由kIndex)は血

消アルブミン伯及び現体正と標椎体丑の比率で求

められ栄凝スクリーニングとして用いられる｡

当l!殻併存透析中の瓜片のGNRIと臨沫パラメー

ターとを比僚検討し現状把握と今後の課題につき

検討した｡

【対象と方法】

当院の外来透析患者45名を対象に研究を実施

した｡平均年齢は71.91歳､性別は男性31名､女

性 14名､DM(+/-)は25名/20名､平均透析歴

は4.09年であった (表1)0

外来透析患者のGNRIを計算 (図1)し､各種臨

床パラメーター (年齢､性別､身長､DW､ESA使

用量､洲合併の有無､cAVl(図2)､CRP)につい

て単変虫ロジスティック解析を用いリスク-の影

響因子の検討を行った｡

GNRIの評価は92以上をリスク無群92未満を

リスク有群と分類し評価した｡

*別刷り請求先:大西 禎彦 〒387-砧12

千曲市大字抗瀬下58番地 千曲中央病琵

図1 別RI計算式

DWが理想体重より多い掛合はDW/理想体霞を1とする｡

CAVー(CardiOAnkleV8SCularⅠndex)(7.7±0.7)-8.9

図2 CAVI基準値と測定捷

【結果】

GNRIと各種臨床パラメーターにおいて､年齢､

性別､身長､ESA使用量､洲合併の有無について

はリスク因子として関連しなかった｡

CAVl(p<0.05､OR:1.56)､DW(p<0.01､OR:

0.91)についてはCNRIで評価したリスク因子とし

て抽出された｡(表2)

【考察】

透析患者の低栄養状態は炎症による動脈硬化の

進展に牌係することから

Malnutrltion,inflaJTmationandatherosclerosIS

syndrome(MIA症候群)を形成し栄養障害を有する

透析患者の多くが心血管障害等を合併する原因と
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考えられている1)0

諸家らは透析患者群の平均CAVI値は健常群に

比し有意に高値を示しさらに動脈硬化性疾患を合

併する透析患者群のCAVI値は合併症を有さない

透析患者群に比して有意に高値を示したと報告し

ている｡ 2)

我々の研究ではGNRI低値群の方がCAVI値が高

かった事から透析患者における低栄養状態は心血

管障害を含めた合併症の危喚因子と考えられた｡

又､GNRI高値群ではDWが低値群に比して高かっ

た事より適正なDWの維持が栄養状態の改善に必

要と推察された｡

【結語】

GNRIは透析患者の栄養状態や心血管合併症等の

病態変化の把匠に有益な指標となり得る｡

透析患者の栄養障害は複雑なものが多くその治療

は容易でなし㌔

原因治療と栄養療法の併用が透析患者の栄養障

害の治療に必要である｡

件9l(M:F) 15:6 16:8 0.73

年齢(平均±SD) 68.7±10.774.7±10.1 0.06

DMr+′う ll:10 14=10 0_69

身長(cm-平均±SD) 160.7±7.3 55.4±11.7 0_07梗準休重(kFl.平均±SD) 56.9±5.1 53.8±7.4 0.12

DW(kE.平均±SD) 56.7t9.7 48.1±10ー3 0.01未済

AL_EXddL(kg.平均±SD) 3.70±0.213.18±0.38 0.01未満

CRP(mg′dL.平均±SD) 0.31±0.630.67±0.76 0.0g

CAVl(平均±SD) 9.41±1.64 0.46±1.57 0_04

透析歴(年.平均±SD) 4.29土4.393.92±3.34 0.75

表 1患者背景 性別および J)Mはx二乗検定｡その他はt検定｡
i/ L堪ノ ' / l′ 〈八八㌔′

毒n-Y諾妄̂S難_-A-甥､た湖., rLT

_)5-#;V宅を-,ぎを等;A:ま_.;/:./:黒革遠賀婆等

年齢 0.0552 1.06 1.00 1.13

透析歴 0.7442 0.97 0.83 1.14

身長 0.0689 0.94 0.88 1.00

a(M.F) 0.7303 0.80 0.22 2.85

DW 0.0051* 0.91 0.85 0.98

ESA 0.3061 1.00 1.00 1.00

CAVI 0.0329* 1.56 1.03 2.65

C氏p 0.0744 2.39 0.93 8.85

表 2リスク寄与田子
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